
No .２ ８９０
深田久弥のふるさとの山
荒 島 岳
実施日 2018年7月21日(土)～22日(日)
天 候 晴
リーダー 中村 友子
参加者 涌井良明、石附智江、白石

恵美子、中村友子、石原勝
正、宇野輝代、徳山敬子、
向山博子 計８名

費 用 JR28,880円 宿泊5,500円
タイム 7/21 東京･品川･新横浜( )米

原(10:44∼56 )福井(11:
59∼12:50 )勝原(14:06
着)民宿 林湊(14:15)

7/22 林湊(4:30)勝原ｽｷｰ場P(4:
45∼4:55)リフト終点(6:0
0)シャクナゲ平(7:35∼8:
00)荒島岳山頂(9:00∼9:2
0)シャクナゲ平近く(10:
10∼10:25)リフト終点(11
:35)勝原スキー場P(12:1
5)林湊(12:30)勝原駅(14:
20∼46)福井駅16:10∼17:4
6 )米原(17:53∼59 )

7／21 かつてない高温注意情報が
続く中の山行になった。雨の心配は
全くない山行もめずらしいが、熱中
症心配の山行もまためずらしい。
初日は移動のみ。福井は遠いな～。
福井駅で乗換時間が50分余りあった
ので駅外に出てみた。恐竜のモニュ
メントが立派。動くし「ガォーッ」
と雄叫びも上げる。駅舎を背景に写
真を撮ると当時の時代にタイムスリ
ップ。暑さはハンパナイ。
7／22 昨夜はクーラー無しの部屋、
この暑さ何年振りかの窓全開の就
寝。幼き頃の田舎が思い出される。
夕食といい朝食といいお値段以上。
猛暑覚悟の出発だったがおかみさん

のはからいで4
時朝食4時30分
出発。
お陰様で、大
半は猛暑を回
避できた。駐
車場からスキ
ー場を回り込
むように進む。
途中からの石

ゴロゴロの道は以外に長く大変。リ
フト終点からわずか先の荒島岳登山
口の標柱からは樹林帯に入る。

見晴らしは良くないが巨木のブナ
林は目を見張りトトロの木もあった
りする。急登を上り詰めシャクナゲ
平に到着し、大休止を取り先に備え

た 。「 も ち が
壁」の難所を
通過し尾根に
出、いくつか
の小ピークを
通過すると祠
がある荒島岳
山頂に到着。
3 6 0 度 の 展 望
で城下町大野、

白山もバッチリ。休憩、写真撮影を
終え来た道を戻った。シャクナゲ平迄
はすれ違いもあり多少時間を要した。
ぐったりの休憩者を目にしながら
日陰迄少し進み休憩。ここからはこ
の悪路を良く登ったものだと自分を
褒めつつひたす
ら下った。
石ゴロゴロの箇
所は足元が不安
定の上日差しが
強く難儀だった。
昨 日 、 宿 の 庭
にあった流しそ
うめん用装置を
見て、「凄い～」と発したら、「戻っ
たら流しそうめん用意しますよ」を
励みに宿に向かった。
シャワーを使わせていただいた後
そうめん会になった。毎年庭に設置
し今年使い初めとの事。宿予約時に、
朝食時間からシャワー迄のアドバイ
ス、更に流しソーメンのおもてなし
に感謝、感謝でした。
遠い、お値段かかる、熱い、気に

なる山、でも百名山のひとつ等々で
したが記憶に残る一座になりまし
た。皆さんの健脚ぶりに脱帽！！

白 山 ・ 荒 島 岳
の 山 行 予 定 か
ら 荒 島 岳 の 単
独 山 行 に 変 更
後 も 皆 さ ん 参
加 し て 下 さ り
ご 協 力 も 含 め
有 り 難 う 御 座
いました。

おまけ：宿のお嬢さんは荒島岳山頂
で結婚式。（10年程前かな？）参列
者約50人。両家ご両親も秋の結婚式
に備え夏から準備したそうです。凄
いね！

（記＆写真・中村 友子）
(写真提供･涌井良明／石原勝正)


